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ニューロテンシン(NT)は18個のアミノ酸か

ら成り立つ神経ペプチドである｡NTはヒトを含

む噛乳動物の中枢神経系,とくに大脳に花氾皮に

存在し,ドーパミン神経伝道･体温 ･稲光などに

対する調節作F71を有することが知られている｡ ド

ーパミン線維終末を豊富に内在する線条体や大脳

皮質故野では,NTの含量はとくに高い値を示し

ている｡この高いレベルのNTを供給するニュー

ロンの所在に関するデータは現在乏しい｡本研究

では,マカクザルの視床を対象としてNT免疫活

性の存在様式を詳細に分析した｡方法 :ペントバ

ルビタール深麻酔下に,マカクザルを,体誼 lキ

ログラム当り1リットルのザンポニ液を用いて溺

流固定｡大脳から得た40ミクロン前頭断凍結切片

を,NTに対して作製したウサギ抗血桁を用いて

ABC法にて免疫染色した｡結果 :視床のほほ全

域においてNT陽性神経線維が出現した｡さらに

視床網様核や内包の一部の領域にもNT陽性神経

線維をみとめた｡視床円のNT陽性神経線維は,

視床前核群･視床髄坂内核群･祝稀背内側核 ･視

床後外側核･視床枕核においてとくに密に分布し

た｡また,視床の一部の核群にNT陽性ニューロ

ンが出現した｡これらのニューロンは,視床前核

群･視床髄校内核群 ･視床背内側核 ･視床後外側

核･視床枕核の核内部に観察された｡その細胞体

ばlo-25ミクロンの大きさを示した｡一部のニュ

ーロンはl次樹状突起にもNT免疫活性を呈し九

以上の所見から,①マカクザル祝掛 こ出現したN

T免疫活性は,神経線維･ニューロン細胞体 ･樹

状突起に分布した｡⑧NT陽性視床ニューロンは

一部の核群に分布した｡(参NT陽性ニューロンの

細胞体の大きさから判断すると.これらの視床ニ

ューロンの少くとも一部は線条体ないし大脳皮質

へ投射するニューロンであろと推定された｡
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ニホンザルの付格筋線維は,酵累組枯化学的方

法により,好気的代謝能力が花いⅠ軌 好気的代

謝ならびに嫌気的代謝維力が花い]A型,嫌気的

代謝能力が高いIB型に分柄される｡IA型とT
B型は速筋線維であり,l型肪線維は遅筋線維で

主に姿勢保持に重要な役割を担っている｡今回は,

大腿部における筋線維型の割合を調べて,l型肪

線椎の分布を明らかにした｡

3頭のニホンザルの大腿部における各筋の中央

部から材料を採取した｡材料は,筋の横断面全体

を観察できるように採取した｡筋線維型は,粗相

化学的ミオシンATPアーゼとNADH脱水累酵

素活性の強弱から分析した｡

大腿広軌 外側広軌 内側広筋では Ⅰ型筋線維

は,頭方践部で8-16./Qであるが招方深部では40

-49C/O存在し.申Ril広筋は約750/.の T型筋線維を

有する｡大腿二孤筋では.頭万から中央部の深部

で l型肪線維は約500/Oを占めるが,践部と尾部で

は約21C/Oと少ない｡半腿様筋と半膜様筋は15-29

D/O,固有半膜様筋は約400/.の l型筋線維を有する｡

大円転筋のi17fi方では,Ⅰ型筋線維は約350/.あるが,

尾万では約14D/Oと少ない｡短内転筋は約3)0/Oの 1

型筋線維を有する｡長内転筋は約73C/Oの l型筋線

維を有し,恥骨筋では,頭万浅部で約28%の1型

筋線維があるが尾万では約71%の t型筋線維があ

る｡縛筋では約160/0.縫工筋では約28C/OとI型筋

線維は少ない｡IB型筋線維は,大腿部の各筋に

おいて一般にIA型筋線維よりも多い｡大腿部の

多くの筋は,Ⅰ型筋線維が多く,動物の移動のた

めに必要な推進力をだし得る｡Ⅰ型筋線維は,大

腿四頭筋の深乱 長内転筋,恥骨筋に多く分布し

て,膝関節の伸展と大腿骨の内転を椎持すろよう

に働くと考え得る｡他の筋に分布するl型筋線維

は, これらの筋の姿勢捧持の働きを補助するもq)

と想われる｡
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